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論文内容の要旨

〔目的〕

ヒト組織適合抗原系として HLA-A， B抗原系の確立をみているが，死体腎移植を含めた臨床成績

からは，むしろ non-HLA抗原系の存在とその重要性が示唆される。我々は腎移植術後の液性抗体反

応の検討から ABO 式以外の赤血球抗原系の関与に着目した。 non-HLA 移植抗原系としての赤血球

抗原系の臨床的意義を明らかにするために ABO 式以外で自然抗体を高い頻度で有すPj ， Le a, Leb , 

E, M，の各抗原の適合度と腎移植成績の関係を検討した。そして赤血球P1抗原に対する液性抗体反応

を拒絶腎からの抗体解離液と血清中について検討し ， Pj抗原が移植抗原として作用していることを臨

床的に明らかにした。

〔対象ならびに方法〕

19泥年 2 月から 1979年 5 月までに施行された血縁者間生体腎移植 101 症例のうち 61症例について，

受者，提供者それぞれの PII Lea, Leb, E, M型の赤血球抗原を調べこれら抗原系の適合度と腎移植生

着率との相関を撫すし 寸霊化 Wilcoxon 検定で有意差を調べた。

P1不適合13症例についてドナーリンパ球， B リンパ球抗原に対する抗体を CDC，および ADCC に

より求め，赤血球抗体としては従来からの凝集性抗体に加え 51Cr release 法による CDC およびAD

CC assay( 51C r re lease hemolysis assay) を行った。 P 1抗原として強陽性 P 1血球をパパイン処理

して用いた。術前術後の血清と P1不適合の拒絶腎から citrate phosphate buffer pH 3.5 , 40C 

18時間知里により得られた抗体解離液について液性抗体反応を検討した。

〔結果〕
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Pl> Lea , Leb , E, M型の赤血球抗原のうち，移植腎生着率に影響を与えたものは， P1抗原と Leb

抗原であった。 P 1適合群，不適合群の 3 年生着率は87.9% ， 69.2% (P= 0.124) , Leb 適合群，

不適合群では86.8% ， 78.0% (P= 0.200) であったが統計的有意差はなかった。

P1不適合 2 症例の拒絶腎からの eluate について，赤血球 Pl抗原に対する液性抗体反応をみると，

いずれからも冷式 P 1凝集性抗体と 3rc にて活性を示す殺細胞性抗体が検出された。また B リンパ球に

対する CDC 活性を示す抗体も両者から検出された。一方， 13症例の P1不適合例の血清中の P1抗体は

10例 (76.9%) にみられ，その j ち冷式凝集↑労克体が 8 例，殺細胞性抗体は 4 例にみられた。ドナー

リンパ球としては 13例中 5 例に ADCC 活性陽性の血清があり，そして，赤血球 P1抗原がリンパ球上

に表現されていることが ADCC assay で示された。

〔総括〕

ヒト腎移植において， 自然抗体を高頻度に有す赤血球抗原のうち， P1 と L eb抗原がそれぞれ移植抗

原として重要で、あることが臨床成績から示唆された。また，拒絶腎からの acid elua te 中に赤血球P1

抗体が検出されたことは，赤血球P1抗原が移植抗原であることを裏付けるものである。

論文の審査結果の要旨

著者はnon-HlA抗原系として ABO 式以外の赤血球抗原系に着目し，血縁者間生体腎移植 101 例

について検討の結果，移植腎生着に影響を与えるものとして P 1 および、Leb抗原が重要で、あることを明

らかにした。

また P1抗体同定のため，従来の凝集反応以外に新しく 51 Cr rele ase 法による補体依存件細胞障害

試験を確立し， P1 不適合移植拒絶腎 2 例の eluate 中に P1抗体を検出することに成功した。

以上の研究は赤血球P1抗原が移植抗原であることをはじめて裏付けたもので，高く評価しうる。
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